
生活安全領域 





─ 83 ─



 

 

 

- 84 - 

 

２ 生活安全の構造 

 

 生活安全の構造は、図 10のとおりである。 

 
図 10＜生活安全の構造図＞ 

●体育科、保健体育科（けが・傷害の防止、心身の
健康、応急手当等）

●関連教科

・社会科（警察署の仕事等）

・理科（気象等）

・専門学科において開設される 各教科 等
●道徳
●総合的な学習の時間

生活安全学習

●学級（ホームルーム）活動
●学校行事（防犯教室・防犯訓練等）
●朝の会、終わりの会（ショートホームルーム）等

生活安全指導

心身の安全管理

●施設・設備・器具・用具等の安全点検
●不審者の侵入の可能性などについての検討と必要
な対策の実施

学校環境の安全管理

校内の協力体制

家庭及び地域社会との連携

生活安全領域における組織活動

対物管理

対人管理

生活安全管理

生活安全教育

生活や行動の安全管理

●児童生徒等一人一人の心身の状況の把握
●情緒の安定及びな健康状態の把握

●事故の発生状況や原因・関連要因等の把握と改善
●行動や場所の規制
●日常の安全確保（危険等発生時対処要領の作成と
改善、来訪者の確認）

●校舎内外の巡回

●危険等発生時対処要領に基づいた教職員研修の
実施

●ＰＴＡとの連携
・通学路や遊び場の巡回と注意喚起

・「こども110番のいえ」等の活動促進 等
●地域の警察署との連携




